
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上横材と下横材と左右の縦材で方形状の枠組体に可動パネル体を上下動自在に設けた上げ
下げ窓において、
前記縦材に沿って上下動自在な重りと、枠組体の上部寄りに取付けた円孤状ガイド面を有
する索条ガイドと、この索条ガイドの円孤状ガイド面に沿って移動自在に吊り下げられ、
一端部が重りに連結され他端部が可動パネル体に連結された索条を備え、重りによって可
動パネル体に上方への

【請求項２】
前記案内凹部の室内・室外の両側部分に可動パネル体の面外方向両面に接する縦気密材が
それぞれ装着され、その室内側部分に装着した室内側の縦気密材よりも縦板寄りに索条の
他端部、索条ガイドの他端部が位置している
【請求項３】
枠組体の面外方向室外側に格子体を取付け、その枠組体の面外方向中間部の上半分にパネ
ル体を取付け、下半分に防虫兼通風部材が取付けてあり、前記枠組体の面外方向室内側に
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力を付与し、
前記縦材は、面外方向に向う縦板を境として面内方向外側に中空部を有し、かつ面内方向
内側に略コ字状の案内凹部を有し、その縦板の上端部が切欠きされた形状で、
索条ガイドは切欠き部において縦板と平行に対して斜めに配設されて室外側の一端側が中
空部に突出し、室内側の他端部が案内凹部に突出し、
可動パネル体の面内方向端部が案内凹部に突出していることを特徴とする上げ下げ窓。

請求項１記載の上げ下げ窓。



可動パネル体を上下動自在に設けた
【請求項４】
上框と下框と左右の縦框を方形框組みして框組体とし、この框組体に の枠組
体を取付けた上げ下げ窓を有する障子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、枠組体に可動パネル体を上下動自在に設けた上げ下げ窓に関する。
【０００２】
【従来の技術】
枠組体に可動パネル体を上下動自在に設けた上げ下げ窓においては可動パネル体と枠組体
との間にカウンタバランス機構を設け、可動パネル体を小さな力で上げ下げできるし、可
動パネル体が急激に落下しないようにしている。
例えば、実開昭６０－１２６６７７号公報に示すように、中空パイプ内に長尺なねじ板、
螺旋ばね、ナット部材を設け、この中空パイプの上部を枠組体を形成する縦材に連結し、
ねじ板を可動パネル体の下部に連結している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前述のカウンタバランス機構は、中空パイプ、螺旋ばね、ねじ板、ナット部材など複数の
部材で構成されているので構造が大変複雑であるし、高価である。
しかも、中空パイプに螺旋ばね、ねじ板が挿入されるために、その中空パイプは大径であ
り、この大径の中空パイプが枠組体の縦材と可動パネル体の縦外側面との間に設けられる
ので、上げ下げ窓の見付け寸法が大きくなる。
【０００４】
そこで、本発明は前述の課題を解決できるようにした上げ下げ窓を提供することを目的と
する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
第１の発明は、上横材と下横材と左右の縦材で方形状の枠組体に可動パネル体を上下動自
在に設けた上げ下げ窓において、
前記縦材に沿って上下動自在な重りと、枠組体の上部寄りに取付けた円孤状ガイド面を有
する索条ガイドと、この索条ガイドの円孤状ガイド面に沿って移動自在に吊り下げられ、
一端部が重りに連結され他端部が可動パネル体に連結された索条を備え、重りによって可
動パネル体に上方への

【０００７】
第１の発明において、前記案内凹部の室内・室外の両側部分に可動パネル

体の面外方向両面に接する縦気密材がそれぞれ装着され、その室内側部分に装着した室内
側の縦気密材よりも縦板寄りに索条の他端部、索条ガイドの他端部が位置している上げ下
げ窓である。
【０００８】

枠組体の面外方向室外側に格子体を取付け
、その枠組体の面外方向中間部の上半分にパネル体を取付け、下半分に防虫兼通風部材が
取付けてあり、前記枠組体の面外方向室内側に可動パネル体を上下動自在に設けた上げ下
げ窓である。
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請求項１又は２記載の上げ下げ窓。

請求項３記載

力を付与し、
前記縦材は、面外方向に向う縦板を境として面内方向外側に中空部を有し、かつ面内方向
内側に略コ字状の案内凹部を有し、その縦板の上端部が切欠きされた形状で、
索条ガイドは切欠き部において縦板と平行に対して斜めに配設されて室外側の一端側が中
空部に突出し、室内側の他端部が案内凹部に突出し、
可動パネル体の面内方向端部が案内凹部に突出していることを特徴とする上げ下げ窓であ
る。

第２の発明は、

第３の発明は、第１又は第２の発明において、



【０００９】
上框と下框と左右の縦框を方形框組みして框組体とし、この框組体に

の枠組体を取付けた上げ下げ窓を有する障子である。
【００１０】
【作　　用】
第１の発明によれば、可動パネル体は重りによって上方への力が付与されているので、そ
の可動パネル体を小さな力で上方に移動できるし、可動パネル体が急激に落下することが
なく、可動パネル体の上下動操作が容易である。
【００１１】
しかも、重りと索条と索条ガイドを取付けただけであるから、部品点数が少なく安価とな
る。
可動パネル体の縦外側面と縦材との間に重りが設けてあるだけであるので、上げ下げ窓の
見付け寸法が小さい。
【００１２】

索条ガイドが縦材の案内凹部に設けられて索条ガイドが室内から目立つことがない
し、その索条ガイドが斜めであるから、索条ガイドの面内方向の取付けスペースが小さく
縦材の見付け寸法を小さくできる。
これによって、見付け寸法の小さな縦材を用いて索条ガイドが室内から目立つことがない
ようにできる。
【００１３】

可動パネル体と案内凹部が接触しないので金属同志が接触しないし
、索条ガイド、索条が縦気密材によって室内から見えずらくなる。
【００１４】

可動パネル体を上方に移動とすると防虫兼通風部材によって室内と
室外に通風できるし、室内に虫などが入り込むことを防止できる。
【００１５】
また、枠組体の室外寄り部に格子体、中間部にパネル体と防虫兼通風部材、室内寄り部に
可動パネル体を取付けたので、枠組体の見込み寸法が小さい。
【００１６】
しかも、枠組体の上半分にパネル体を取付け、残りの下半分に防虫兼通風部材を取付けて
あるから、そのパネル体を透光性を有するものとすれば、その部分から十分な採光が得ら
れる。
【００１７】

室内と室外に通風できるし、室内に虫などが入り込むことがない障
子となる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
図１に示すように、枠体１は上枠２、下枠３、左右の縦枠４を方形枠組みしてある。この
枠体１に内障子５と外障子６が面内方向に移動自在に装着されて玄関引戸を形成している
。前記内障子５、外障子６は上框１０と下框１１と左右の縦框１２を方形枠組みした框組
体１３を備え、この框組体１３に上げ下げ窓Ａの枠組体１４が取付けてある。
【００１９】
前記枠組体１４は上横材１５と下横材１６と左右の縦材１７を方形枠組みし、その左右の
縦材１７の室外寄り上下中間部間に中間横材１８が連結してある。
【００２０】
前記内障子５、外障子６の上框１０は図２に示すように、上部に上部ガイド部２０を有し
、下部に横材取付部２１を有している。前記上部ガイド部２０は上向凹部で、前記上枠２
の上レール２ａに嵌まり込むようにしてある。前記横材取付部２１は内向凹部となってい
る。
【００２１】
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第４の発明は、 第３
の発明

また、

第２の発明によれば、

第３の発明によれば、

第４の発明によれば、



前記上横材１５は上框１０よりも大きな見込み寸法で、面内方向外側に向う外側面１５ａ
に取付部２２を有し、面内方向内側に向う内側面１５ｂに室外寄り取付部２３、中間取付
部２４、室内寄り取付部２５を有している。前記取付部２２は前記横材取付部２１に嵌合
する一対の突片で、室外寄り取付部２３及び中間取付部２４は内向凹部となっている。室
内寄り取付部２５は平坦面となっている。
【００２２】
前記内障子５の上框１０に取付けた上横材１５の取付部２２は室外寄りに設けられて室外
面１５ｃが上框１０の室外面１０ａと面一で、室内面１５ｄが上框１０の室外面１０ｂよ
りも室内側に突出している。
【００２３】
前記外障子６の上框１０に取付けた上横材１５の取付部２２は室内寄りに設けられて室外
面１５ｃが上框１０の室外面１０ａよりも室外側に突出し、室内面１５ｄが上框１０の室
内面１０ｂと面一となっている。
【００２４】
前記内障子５、外障子６の下框１１は図２に示すように、下部に下部ガイド部２６を有し
、上部に横材取付部２７を有している。前記下部ガイド部２６は戸車で、前記下枠３の下
レール３ａに沿って回転可能としてある。前記横材取付部２７は内向凹部となっている。
【００２５】
前記下横材１６は下框１１よりも大きな見込み寸法で、面内方向外側に向う外側面１６ａ
に取付部２８を有し、面内方向内側に向う内側面１６ｂに室外寄り取付部２９、中間取付
部３０、室内寄り取付部３１を有している。前記取付部２８は前記横材取付部２７に嵌合
する一対の突片で、室外寄り取付部２９及び中間取付部３０は内向凹部となっている。室
内寄り取付部３１は平坦面である。
【００２６】
前記内障子５の下横材１６の取付部２８は室外寄りに設けられて室外面１６ｃが下框１１
の室外面１１ａと面一で、室内面１６ｄが下框１１の室外面１１ｂよりも室内側に突出し
ている。
【００２７】
前記外障子６の下横材１６の取付部２８は室内寄りに設けられて室外面１６ｃが下框１１
の室外面１１ａよりも室外側に突出し、室内面１６ｄが下框１１の室内面１１ｂと面一と
なっている。
【００２８】
前記内障子５、外障子６の縦框１２は図３に示すように、面内方向内側に向う内面に横材
取付部３２を有している。この縦材取付部３２は内向凹部となっている。
【００２９】
前記縦材１７は縦框１２よりも大きな見込み寸法で、面内方向外側に向う外側面１７ａに
取付部３３を有し、面内方向内側に向う内側面１７ｂに室外寄り取付部３４、中間取付部
３５、室内寄り取付部３６を有している。前記取付部３３は前記縦材取付部３２に嵌合す
る一対の突片で、室外寄り取付部３４及び中間取付部３５は内向凹部となっている。
【００３０】
前記内障子５の縦材１７の取付部３３は室外寄りに設けられて室外面１７ｃが縦框１２の
室外面１２ａと面一で、室内面１７ｄが縦框１２の室外面１２ｂよりも室内側に突出して
いる。
【００３１】
前記外障子６の縦材１７の取付部３３は室内寄りに設けられて室外面１７ｃが縦框１２の
室外面１２ａよりも室外側に突出し、室内面１７ｄが縦框１２の室外面１２ｂと面一とな
っている。
【００３２】
前記中間横材１８は図２に示すように、上取付部３７と下取付部３８を有し、上取付部３
７は内向凹部で、下取付部３８は縦板状である。この中間横材１８は前記各中間取付部２
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４，３０，３５の見込み寸法と同一の見込み寸法で、その中間取付部２４，３０，３５と
面外方向に同一位置として取付けてある。
【００３３】
前記各室外側取付部２３，２９，３４は四周連続し、格子体４０が取付けてある。この格
子体４０は上下・左右の取付枠材４１を方形状に枠組みし、その上下の取付枠材４１間に
縦格子４２を複数取付けた千本格子としてある。
【００３４】
前記各取付枠材４１が各室外側取付部２３，２９，３４に嵌合して取付けられ、枠組体１
４の開口における室外寄りに格子体４０が取付けてある。
【００３５】
前記上横材１５の中間取付部２４と縦材１７の中間取付部３５の上半分と中間横材１８の
上取付部３７は四周連続し、ガラスなどのパネル体５０が取付けてある。具体的には図３
に示すように縦材１７の中間取付部３５の上半分に押縁５１を取付けることでパネル体５
０の左右縁部を支持して取付ける。５２は気密材である。このようであるから、押縁５１
を外すことでパネル体５０を簡単に脱着できる。
【００３６】
前記下横材１６の中間取付部３０と縦材１７の中間取付部３５の下半分と中間横框１８の
下取付部３８は四周連続し、防虫機能及び通気機能を有する防虫兼通風部材、例えば網戸
６０が取付けてある。
【００３７】
前記網戸６０は上下・左右の枠材６１を方形状に枠組みし、その枠体に防虫網６２を張設
してある。左右の縦材１７の中間取付部３５の下半分に左右の枠材６１が左右けんどん式
に装着されて弾性材６３で保持して網戸６０を取付けてある。このようであるから、網戸
６０を簡単に脱着できる。
【００３８】
このように、枠組体１４の開口における面外方向中間部の上半分にパネル体５０、下半分
に網戸６０が取付けてある。
【００３９】
前記左右の縦材１７の室内寄り取付部３６に沿って可動パネル体７０が上下動自在に取付
けてある。この可動パネル体７０は上枠材７１と下枠材７２と左右の縦枠材７３を方形枠
組みした枠体７４にガラスなどのパネル７５を装着してある。これによって上げ下げ窓Ａ
を形成している。
【００４０】
可動パネル体７０を持ち上げると下枠材７２が中間横材１８と同一高さとなって枠組体１
４の下半分、つまり網戸６０部分を開放する。下方に移動することで上枠材７１の係止片
７１ａが中間横材１８の係止片１８ａに係止すると共に、上枠材７１が中間横框１３と同
一高さとなって框組体１３の下半分を閉塞する。
【００４１】
このように、枠組体１４の開口室内寄りに可動パネル体７０が上下動自在に取付けてある
。
【００４２】
前記パネル体５０及び可動パネル体７０のパネル７５はガラス、樹脂プレートなどの透光
性と透視性を有するもの、透光性を有するが透視性が悪いものなどが用いられる。前記防
虫兼通風部材としては網戸の外に、小孔を多数有するパンチングメタルプレートなどが用
いられる。
【００４３】
次に上げ下げ窓Ａの詳細を説明する。
前記縦材１７は図４に示すように、面外方向に向う縦板８０と面内方向に向う室内側縦板
８１と面内方向に向う室外側縦板８２で内向凹部８３を有する本体部材８４と、この本体
部材８４の内向凹部８３にスナップ式に着脱自在に取付けた補助部材８５で中空部８６を
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有する形状である。
【００４４】
前記補助部材８５は面外方向に向う縦板８７に室外寄り内向片８８、押縁支持片８９、気
密材装着片９０を一体的に設けた形状で、室外寄り内向片８８と室外側縦板８２で前記室
外側取付部３４を形成し、室外寄り内向片８８と気密材装着片９０で前記中間取付部３５
を形成し、気密材装着片９０と室内側縦板８１で室内寄り取付部、つまり略コ字状の可動
パネル体７０の案内凹部９１を形成している。
【００４５】
前記室内側縦板８１と気密材装着片９１にモヘヤ等の縦気密材９２が装着してある。この
各縦気密材９２が可動パネル体７０の左右の縦枠材７３の室内側面、室外側面に接触して
可動パネル体７０の左右縦縁部と案内凹部９１の室内側、室外側との間を気密する。この
ようであるから、網戸４０から浸入した雨水等が可動パネル体７０を越えて室内に浸入す
ることを防止できる。
【００４６】
図５に示すように、前記可動パネル体７０の上枠材７１の室内側板７１ａにおける長手方
向両端寄りに手掛け９３が取付けてある。前記上枠材７１の長手方向両端寄りにラッチ本
体９４が取付けてあり、このラッチ本体９４には錠杆９５とレバー９６が取付けてあり、
そのレバー９６を手で押し下げると錠杆９５が突出し、レバー９６から手を離すとスプリ
ングで元の位置に復帰して錠杆９５が引き込む。これによってラッチ９７を形成している
。
【００４７】
図５と図６と図７に示すように、上横材１５の内側面１５ｂにおける室内寄りにチャンネ
ル材１００が取付けてあり、このチャンネル材１００の長手方向端部寄りに取付金具１０
１がビス１０２で固着してある。この取付金具１０１は縦材１７の補助部材８５の縦板８
７の上端部に形成した切欠部１０３を通って本体部材８４の縦板８０にビス１０４で固着
してある。具体的には取付金具１０１は板状で、その長手方向一端部が上向きに折り曲げ
てあり、その折り曲げ部１０１ａが縦板８０にビス１０４で固着されている。つまり、取
付金具１０１の長手方向一端部が上横材１５に固着され、長手方向他端部が縦材１７の本
体部材８４に固着される。
【００４８】
前記取付金具１０１の長手方向中間部に円孤状ガイド面を有する索状ガイドが取付けてあ
る。例えば滑車１０５がブラケット１０６、水平軸１０７を介して回転自在に取付けてあ
る。このブラケット１０６、滑車１０５は前記縦板８７の切欠部１０３に位置し、前記水
平軸１０７は面外方向と直角の姿勢に対して若干斜めの姿勢で、滑車１０５は面外方向に
向う姿勢（補助部材８５の縦板８７と平行姿勢）に対して若干斜めとなって図４に仮想線
で示すように、滑車１０５の径方向一端部（円孤状ガイド面の一端部）が室外寄りで、か
つ縦材１７の中空部８６に突出し、径方向他端部（円孤状ガイド面の他端部）が室内寄り
で、かつ縦材１７の案内凹部９１に突出し、縦気密材９２よりも外側に位置している。
【００４９】
前記縦材１７の中空部８６に幅広で薄い長尺の板状である重り１１０が上下動自在に挿入
して設けてあり、この重り１１０の上端部における幅方向中央部（面外方向中央部）に索
条１１１の一端部が連結してある。この索条１１１は前記滑車１０５を経て可動パネル体
７０の左右両側寄りの上部に連結してある。
【００５０】
具体的には可動パネル体７０の左右縦材７３に取付具１１２が固着され、この取付具１１
２は可動パネル体７０の上面よりも上方に突出し、かつ索条１１１の他端部が連結してあ
る。この取付具１１２の索条１１１の連結部は面外方向室内寄りでかつ縦気密材９２より
も外側であり、索条１１１の案内凹部９１に位置する部分は縦気密材９２でカバーされて
室内から見えない。
【００５１】
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前記重り１１０は図４に示すように、縦材１７の中空部８６の面内方向寸法よりも若干小
さな厚さで、その中空部８６の面外方向寸法よりも若干小さな幅で、この重り１１０の長
さは図８に示すように可動パネル体７０の上下寸法よりも若干長い長尺である。このよう
であるから、重り１１０は大重量であるし、面内方向の寸法（厚さ）が小さい。この重り
１１０には防振テープ１１５が貼着してある。
【００５２】
前記縦材１７の補助部材８５の縦板８７の室内寄りに前記ラッチ９７の錠杆７１が嵌まり
込む係合穴１１３が上下方向に間隔を置いて複数形成してある。このようであるから、可
動パネル体７０を閉じ位置から上方に移動して任意の開き位置で保持できる。
【００５３】
前記補助部材８５の縦板８７にはストッパ１１４が固着され、可動パネル体７０を最上方
位置よりも上方に移動すると取付具１１２がストッパ１１４に当接するようにしてある。
【００５４】
前記中空部８６の上部、例えば縦板８０の内面上部には重りストッパ１１６が取付けてあ
り、重り１１０は重りストッパ１１６に当接して滑車１０５と干渉する位置まで上方に移
動しないようにしてある。
【００５５】
前述のように滑車１０５に巻掛けた索条１１１の一端部が重り１１０、他端部が可動パネ
ル体７０にそれぞれ連結してあるから、可動パネル体７０は重り１１０によって上方に移
動する力が付与され可動パネル体７０を上下動して開閉する操作が容易である。
例えば、可動パネル体７０の急落下を防止できるし、可動パネル体７０を上げるとき軽い
力での操作が可能になる。
【００５６】
縦材１７が本体部材８４と補助部材８５の二部材で形成してあるから、その縦材１７の中
空部８６に重り１１０を容易に設置できるし、ストッパ１１４、重りストッパ１１６を容
易に取付けでき組立性が向上する。
しかも、本体部材８４と補助部材８５を別々にアルマイト処理などの表面処理を施すこと
で中空部８６の内面も外面と同一外観となり、係合穴１１３から中空部８６の内部が見え
ても違和感がない。
【００５７】
縦材１７は縦板８７、気密材装着片９０、室内側縦板８１で略コ字状の案内凹部９１を有
し、その気密材装着片９０、室内側縦板８１に縦気密材９２がそれぞれ装着してあるから
、その縦気密材９２で案内凹部９１が目立たなくなるし、可動パネル体７０と縦気密材９
２が接触して可動パネル体７０と案内凹部９１が接触すること、つまり、金属同志が接触
することを防止できる。
【００５８】
ラッチ９７の錠杆９５を係合穴１１３に嵌め込むことで可動パネル体７０を任意の上方位
置で保持できるから、上げ下げ窓の開口面積を適宜選択できる。
【００５９】
滑車１０５が斜めで、その一端部が中空部８６、他端部が案内凹部９１に位置しているか
ら、案内凹部９１の深さ（室内側縦板８１の面内方向寸法）を小さくして滑車１０５が案
内凹部９１より内方に突出しないようにでき、縦材１７の見付け寸法を小さく、しかも滑
車１０５が室内から見えずらくできる。
【００６０】
案内凹部９１側の索条１１１は縦気密材９２よりも外側（案内凹部９１の底部側）に位置
しているから、その索条１１１が縦気密材９２でカバーされて目立つことがない。
【００６１】
滑車１０５が縦材１７の上端部に位置し、重り１１０は薄い厚さで長尺としてあるから、
重り１１０が大重量であるし、縦材１７の見付け寸法が小さい。これによって、可動パネ
ル体７０を大きな力で上方に移動できて可動パネル体７０の開閉操作が容易であるし、上
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げ下げ窓の見付け寸法に対する通風用の開口部の有効見付け方向の寸法を大きくできる。
【００６２】
重り１１０に防振テープ１１５が貼着してあるから、重り１１０が縦材１７の中空部８６
内面に干渉しても大きな衝突音が発生することがない。
【００６３】
可動パネル体７０が最上方位よりもさらに更に上方に移動するとストッパ１１４に取付具
１１２が当接し、重り１１０がそれ以上上方に移動しない。これによって重り１１０が滑
車１０５に干渉して滑車１０５を破損等する恐れがない。例えば、輸送時や施工後に上げ
下げ窓の乱雑な取扱いによって可動パネル体が不用意に動き、重り１１０が滑車１０５に
干渉して滑車１０５を破損させる恐れがない。
【００６４】
可動パネル体７０の縦枠材７３上端部に取付具１１２が取付けてあり、この取付具１１２
は可動パネル体７０の上面よりも上方に突出してストッパ１１４と干渉すると共に、取付
具１１２は縦枠材７３と面内方向にほぼ面一で、しかもその取付具１１２に索条１１１が
連結してあるので、可動パネル体７０がストッパ１１４に干渉する以前に取付具１１２が
ストッパ１１４に干渉し、縦材１７と可動パネル体７０との間隙を極力小さくでき、縦材
１７の見付け寸法を小さくできる。つまり、取付具１１２が可動パネル体７０よりも面内
方向外側に突出していれば縦材１７と可動パネル体７０との間に取付具１１２が位置する
隙間が必要で縦材１７の案内凹部９１が深くなって縦材１７の見付け寸法が大きくなる。
【００６５】
重り１１０は重りストッパ１１６に干渉して滑車１０５と干渉しないので、上げ下げ窓輸
送時や施工後の乱雑な取扱いにより重り１１０が不用意に動き、滑車１０５と干渉して滑
車１０５を破損することがない。
【００６６】
取付金具１０１は一端部が上横材１５、他端部が縦材１７にそれぞれ固着され、その中間
部に滑車１０５が取付けてあるから、重り１１０、可動パネル体７０の重量で取付金具１
０１が変形することがない。
【００６７】
以上の実施の形態では框組体１３を形成する各框の見込み寸法を枠組体１４を形成する各
材の見込み寸法よりも小さくしたが、同一の見込み寸法としても良い。また、上げ下げ窓
を備えた障子とする場合には框組体１３と枠組体１４を一体としても良い。
【００６８】
また、以上の実施の形態では障子の框組体１３に枠組体１４を取付けしたが、その枠組体
１４を建物開口部に取付けて上げ下げ窓単独としても良い。また、索条ガイドは回転する
滑車に限ることはなく、滑車を固定したり、ほぼ半円形の弯曲部材としても良い。
【００６９】
【発明の効果】
請求項１に係る発明によれば、可動パネル体は重りによって上方への力が付与されている
ので、その可動パネル体を小さな力で上方に移動できるし、可動パネル体が急激に落下す
ることがなく、可動パネル体の上下動操作が容易である。
【００７０】
しかも、重りと索条と索条ガイドを取付けただけであるから、部品点数が少なく安価とな
る。
可動パネル体の縦外側面と縦材との間に重りが設けてあるだけであるので、上げ下げ窓の
見付け寸法が小さい。
【００７１】

索条ガイドが縦材の案内凹部に設けられて索条ガイドが室内から目立つことがない
し、その索条ガイドが斜めであるから、索条ガイドの面内方向の取付けスペースが小さく
縦材の見付け寸法を小さくできる。
これによって、見付け寸法の小さな縦材を用いて索条ガイドが室内から目立つことがない
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ようにできる。
【００７２】

可動パネル体と案内凹部が接触しないので金属同志が接触
しないし、索条ガイド、索条が縦気密材によって室内から見えずらくなる。
【００７３】

可動パネル体を上方に移動とすると防虫兼通風部材によっ
て室内と室外に通風できるし、室内に虫などが入り込むことを防止できる。
【００７４】
また、枠組体の室外寄り部に格子体、中間部にパネル体と防虫兼通風部材、室内寄り部に
可動パネル体を取付けたので、枠組体の見込み寸法が小さい。
【００７５】
しかも、枠組体の上半分にパネル体を取付け、残りの下半分に防虫兼通風部材を取付けて
あるから、そのパネル体を透光性を有するものとすれば、その部分から十分な採光が得ら
れる。
【００７６】

室内と室外に通風できるし、室内に虫などが入り込むこと
がない障子となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】玄関引戸の外観図である。
【図２】図１の縦断面図である。
【図３】図１の横断面図である。
【図４】上げ下げ窓部分の横断面図である。
【図５】上げ下げ窓部分の縦断面図である。
【図６】図５のＢ－Ｂ断面図である。
【図７】滑車取付部の分解斜視図である。
【図８】可動パネル体と重りの関係を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１０…上框
１１…下框
１２…縦框
１３…框組体
１４…枠組体
１５…上横材
１６…下横材
１７…縦材
４０…格子
５０…パネル
６０…網戸（防虫兼通風部材）
７０…可動パネル体
８６…中空部
８７…縦板
９１…案内凹部
９２…縦気密材
１０３…切欠部
１０５…滑車（索条ガイド）
１１０…重り
１１１…索条
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請求項２に係る発明によれば、

請求項３に係る発明によれば、

請求項４に係る発明によれば、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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